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〔博士学位論文〕
蜂谷　俊隆　　　　　　糸賀一雄の研究―戦後知的障害児者福祉の展開と糸賀の業績・思想をめぐって―
畠山由佳子　　　　　　日本における児童虐待在宅ケースに対する家族維持を目的とした援助の現状把
握と『正統な努力』の検証
宮崎　清恵　　　　　　ハイリスク新生児への医療ソーシャルワーク実践モデルの開発的研究
小西　律子　　　　　　近代日本における盲人の職業的自立への歩み―岩橋武夫の足跡をたどって―
平田　祐子　　　　　　ケースマネジメントとしての子育て支援総合コーディネートの推進要因と課題
の検証
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学位授与日・50音順）
〔修士学位論文〕
金　　善暻　　　　　　韓国における療養保護士の現状と課題
　　　　　　　　　　　　―フォーカス・グループ・インタビューを通じて―
笹尾　照美　　　　　　介護と子育ての担い手の変遷について～近世から近代にかけて～
菅野　敬子　　　　　　介護保険制度における国・地方及び介護事業者の公私間関係に関する考察
　　　　　　　　　　　　―介護報酬からみた地域包括ケアの検討―
原　　弘輝　　　　　　開発途上国の貧困問題に対するエンパワメント型のアプローチとそのプロセス
　　　　　　　　　　　―ＰＬＡの手法を用いたアクションリサーチから―
冨士松亜実　　　　　　慢性疾患患者のQOL　構成概念としてのスピリチュアリティの検討
　　　　　　　　　　　　―透析患者の調査から―
吉田　朋美　　　　　　スクールソーシャルワークにおけるコンサルテーションの機能に関する研究
　　　　　　　　　　　　～量的・実証的研究を通して～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学位授与日・50音順）
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■ 人間福祉研究科優秀修士論文賞「駒草賞」
　人間福祉研究科では、故 髙田眞治 名誉教授
（2006年12月14日ご逝去）のご遺族から受納した
寄付により、優秀な修士論文を執筆した博士課程
前期課程の学生の努力と業績を称えるため、優秀
修士論文賞「駒草賞」を設けています。
　名称の由来は、駒草（ケマンソウ科の多年草、
高山植物の一つ）を故人が好まれたことによりま
す。
　最優秀賞には表彰状と副賞５万円、優秀賞には
表彰状と副賞３万円が贈られます。
　2012年度の受賞者は次のとおりです。
　・最優秀賞
　　冨士松　亜美　
　　　　慢性疾患患者のQOL　構成概念として
のスピリチュアリティの検討
　　　　　―透析患者の調査から―
　　
（目的）
第１条　学校法人関西学院は、髙田睦子氏（故髙
田眞治社会学部名誉教授夫人）よりの寄付金を
もって、人間福祉研究科優秀修士論文賞（駒草
賞）を設定する。
２　この賞は、人間福祉研究科学生の研究意欲を
刺激し、その向上をはかることを目的とする。
（資格及び交付）
第２条　この賞は、毎年人間福祉研究科において
優秀な修士論文を執筆した学生に授与する。受
賞者を毎年若干名とし、受賞者には賞状と副賞
を授与する。
（所管及び運営）
第３条　人間福祉研究科に優秀修士論文賞（駒草
賞）選考委員会を設け、受賞者の選考に当たる。
２　選考委員会の構成及び選考方法については別
に定める。
（規程の改廃）
第４条　この規程の改廃は、選考委員会の議を経
て、人間福祉研究科委員会で決定し、理事会の
承認を得るものとする。
附　則
　この規程は、2008年（平成20年）11月１日から
施行する。
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